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て,地 場資本の性格を,明 らかにすることである.これを通 して地方の経済発展とその主体要因
を再検討したい,
地場資本に関する研究は,電気,鉄 道,道路,海 運などの社会的インフラ整備 を対象 とした多






















本稿では,三 陸汽船の課題が最も浮き彫 りとなる明治末期の設立か ら約5年 問(第10回営業
報告書:大正2年3月31ま で)を 分析の対象 とする.その方法としては会社の動きを設立前 と
その後の展開に分けて捉え,ま ず,三 陸地方航路の歴史的背景と運営上の問題点を取り上げ,中
央資本である東京湾汽船株式会社(以 下,「東京湾汽船」と略)に 対抗する三陸汽船の設立まで
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第2表 は,郡 別港湾の貨客取扱数2表 岩手県沿岸各郡の貨客取扱 単位:人、個
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計書 に よる と,気 仙郡の輸 出品(註.気 仙郡__風794.…_4,298_14gβQ登_….…%5Z丘
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魚粕がおもであった.輸入品は,米,
甘藷のほか,砂糖,石 油,燐寸,日 用品などの消費財で,上 閉伊郡の釜石港だけは高炉に使用す







(258屯)…玉の浦丸(278屯)…高島丸(318屯)三陸航路に配船」 している.こ の2航 路の







該地貨主諸君ノ頗 フル大賛成ヲ受ケ,引続キ航海罷在 リ候処益々往復貨物増加 シ到,右 高島丸一
船ニテハ貨物運輸ノ便 ヲ失シ候為メ,更二汽船大ノ浦丸(弐 百拾噸積)相 加工釜石大槌山田宮古
工両船ヲ以テ定期航海致居候.然 ルニ,右汽船会社ハ尚航路拡張ヲ成サン トシ,更二気仙郡各港








この史料 で注 目しなければな らないのは,三 陸沿岸 にお ける東京湾汽船の取 引の始ま りが上 下
閉伊郡 の釜石宮古周辺の貨物 であったこ とである.こ れについては下閉伊郡鍬 ケ崎町の回漕店 が
東京 湾汽船 に直接配船 を要請 した とい う記述もみ られる(註7).
註:1)気仙沼市史編さん委員会[4],三和[6],陸前高田市史編集委員会[11],佐々木[12],寺島[15].
2)菅野與八家所蔵文書の 「喜徳丸」によると,二本マス トの日本形帆船で350石積が一一般的だった。
3)この時期は国内において物の移動を 「輸入」「輸出」 と呼んでおり,「岩手県統計書1に も同様に記載
されていることからこのように統一する.
4)東京湾汽船は明治22年,東京,浦賀,横 須賀,三 崎,木更津など防州の諸航路を運営 していた東京
平野汽船組合,第 二房州汽船会社,三 浦汽船会社,内 国通運会社の4社 を統合 して設立された.明 治
39年6月時点での所有汽船39艘.東 京一三崎間,東 京一木更津間,塩 釜一宮古間など17航路で営
業 してお り,明治40年の三陸航路には,汽 船5～7隻 を配船している.宮 古一塩釜間,宮 古一久慈































(前略)脇 之沢二変更之件二付,高 田町荷主之翼望之趣二候処,先 般小生実地二出張調査致候
次第ニヨレハ,小 形汽船ハ兎二角即座遠距離船海船ヲ定繋致候ニハ,不安全ヲ免 レサル義二付変
更之義ハ決行難致(後 略)東 京湾汽船株式会社 事務監督 松本英忠




























荷主 らであった.そ の発端 となったのは,「昨年(明 治39年一筆者)六 月気仙銀行建築ノタメ,
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同行重役及株主等多数高田町二集合ノ場合,一有力者ヨリ斯 ノ会社組織 ノ提議セラル}ア リ,忽
チー同賛成ヲ得即時二気仙銀行員主働 トナ リテ,速 カニ之 レカ実行へ著手スルコトヲ協定セ リ」
(註5)とあるように,高 田町の商人らを中心に組織された地場資本 ・気仙銀行(註6)が その舞
台となった.
汽船会社設立までの動きをみておこう、気仙銀行関係者は同郡内の有力者の賛同を取 り付ける
と同時に,宮古,釜 石の上下閉伊郡に有志者を募るために奔走 している.また,一 方で,気仙銀
行頭取や高田町の有力商人は県域を越え,宮城県知事や仙台市長,石 巻,塩 釜,仙 台の実業家,
銀行頭取に汽船会社設立への理解を求めた.そ の結果,「東湾会社ノ専横ヲ恨 ミ」にもつものが
多 くみ られた.そ して,汽 船会社設立に対 して 「関係地方一同何等異論ナキ」に至 り,株式の応
募は,当初計画の6000株を939株も超えた.
三陸汽船創立事務所は明治40年12月27日,岩手県知事に対 し,「先般御報告申上候創立委
員会一昨二十五 日無事終了仕 り左記之通確定仕 り候間御安心被成下度候也」(注7)と報告 して
いる.しか し,このような岩手県庁 との関係は,補助金を期待 してのものであったと思われ,本
稿の資料分析において行政組織の関与による株式募集は確認されなかった(註8).つまり,多
くの地域株主を参加させるために社長予定者の持ち株を減少させており,また,特 定の大株主に





強めていった.こ れは,共 同で運賃と寄港地の問題を解決することによって,よ り取引の利便性
をはかろうとしたものである.後述するように東京湾汽船を攻撃する激 しい文書や,随所にみら
れ る 「三陸最終 ノ利益ヲ期スベクー意専心」(註9)などの記述は,地 域経済の発展を掲げ,地














この文書か らは,岩手県庁が汽船会社の設立に期待 しているようすを窺 うことができる.知事
は,産 業振興 として養蚕と植林をあげており(註10),商品生産との関連においても海上交通の
利便を図る必要があったと思われる.
このようなことか ら,三陸汽船は,設 立前後2度 岩手県庁に対 して,「東北振興ノ声ハ漸ク朝
野二喧シク此時二方 リ三陸住民ハ共同奮起シテ三陸汽船株式会社ヲ創始シ以テ東北振興ノ実ヲ挙







具体的には,岩 手県沿岸一塩釜港 を第1航 路,岩手県沿岸一青森港 ・東京湾を第2航 路として,
それぞれ130t,450t以上の汽船の運航を命じている.また,岩 手県沿岸12港と宮城県2港 を








な不利益は少なかった.しか し,このような利害は,三陸沿岸地方の経済発展 と,各港 ・荷主 ら
の利益を阻害する要因を共同で排除する,という共同の認識のなかに包み込まれ,さ らに,行 政
の援助と規制をともに受けながら汽船会社の設立へと向かった。
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4.三陸 汽 船会 社 の展 開 過 程 細下 _躊_7Ω錨3.
1)三陸汽船会社の概要42下6}一
三 陸汽船 は明治41年4月22日 に設立 され,本 社は上閉伊郡i釜石町 に 【4414i_'
置 かれた,資 本金 は30万 円(1株50円)で 発行株式数 は6000株であっ 出所・菅野與八家F三陸汽船株式会社営業報告書」
た.社 長 には,釜 石鉱 山 田中製鉄 所(現 ・新 日鉄釜石製鉄所)の 所長 が より作成
註=年次は明治就任 した
.
三陸汽 船の航路 は,塩 釜一宮古 間・宮 古一久慈間・三陸 第5表 三陸汽 船会社 株主 分布
沿岸凍 繭 の3区間としたが凍 京猷 船との競争が 「三 ・41上・雛41
ケ年継続 スルモ ノ ト覚悟」 してお り,対 抗上,第1航 路を1～5417277238
塩 釜_久 慈間 として これ を貨 客搭載 専用船 に,三 陸沿岸各6～1066393611～20453529
港一一東京横浜 間を結ぶ第2航 路 は貨物専用船 とし,「競争 ノ21～302017、17
期間礫 二航路ノ緬 ヲ見舗 一航路詮 力ヲ注1ぐもの 誰ll。llll
と し た(註1).101～150122
所有船の状獄 第4表に示す通りである・毎期ごとにll{鋸lll覧1 、
船舶数 を増や してお り,運 賃 は,東 京湾汽船 よ り 「二割五 囎1.焦加Ω〇二:III_..Q、
分減」とした.そ して,寄 港地 も棘 瀦 船より数カ所多1001籍1500591381331
い最大で16カ 所 を数 え,広 田湾 は,高 田町の荷主の希望通 総 』6000'4500』4500
り,「今測 長部一筆者)」か ら 「高田(脇 ノ沢)」に変更 さ 出所叢 顯 驚 属 陸汽船株式会社
れ た.「来客貨物 二対 シテハ,丁 寧 と懇切 ヲ主 トシ」(註2)註 ・年度は明治、大正
一56一
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な ど と,き め細かなサー ビスに努 めている.第6表 三陸汽船会社G員推移
三陸汽船の株主構成をみよう・k・J立時の株蜘 ま588名であ 羨 台 告懸 下9/下
るが,「第一 回営業 報告」(註3)で それ を捉 える と,株 主数 は 當 務FaFaFa
59・名で,所有株数による株主の分布}ま第5表の通りである.取 絆 会1会 講
70.60/.tOS1～5株の零細株主 である.100株以上の上位株主は7同AcCbCb
名にすぎない.糀 の熊 家などの蝋 株主に株式が鱒 して 冒 会課 腿 ぎ
いないことが三陸汽船の特徴であ り,会社の結束を強めるため 同Ba。EbEc
なるべく多くの荷主による株式鮪 を鮪 したものと思われる.禺811謹1
第6表 で経 営陣の顔ぶれをみる と,創業か ら明治43年 上期(同 同.Ω ρ.
同Gd
43年4月 ～ 同43年9月)ま では・取締役12名 ・監査役3名 の 監 査 役Af ..AgT.tAb.
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出所;菅野與八家所蔵「三陸汽船
明治期 に台頭 した新興商人や実業家である.株 式会社営業報告書」より
2)東 京湾 汽船会社 との競争 作成
註英大文字:出身地・所属(A気仙
この よ うな三陸汽船 の展 開 によって,東 京湾汽船 との競争 は 郡B上閉伊郡c下閉伊郡D静
熾烈 を極 めた.そ れ を示す と,まずは大幅なダ ンピングであった.岡 県佃 中製鉄所疎 京市
F県派遣)英小文字・人名
第7表 は,値 下げ の推移 を示 した もので ある.こ こか らは明治
期 後 半 にお ける三陸沿岸地方 の輸 出入 品 目も合わせて知 るこ と
ができ る.なかで も主要な輸出品であった干蜴は最終的に7割 余,第7表 東京湾汽船会社
運賃値下げ推移 単位 円
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れは三陸汽船にとって・r・lz均矯 リノ減収タリ」(註4)とい う 欝2711
,ll
痛手で あった.〆 粕+'"564018
っぎに・航路の妨害行為である・棘 湾汽臓 三陸汽船の 蘇lll劉1
船舶 に接触,損 傷 させ,と きに は 「濡荷 損害少 カラズ」(註5)小 割材5035
という被害を難 させ,訴訟にまで獺 している.品 名 独占:競量鰭 正
さ らに,株 券 の買収工作 がみ られ た.三 陸汽船 の社長は,「株 和酒(4斗.)..2旦、_燈_9
主中欝 ノ誘惑二迷ウモノナシト瑚 セラレス」その場合は 「地 欝 鐸)1811 .21
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.洋 粉813i2社 ヲ擁 護
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このようなtstl・'三陸汽船の経獣 態を示すと第8表の通り 蠣191111
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にか な りの利 回 りであ ったこ とがわか る.第9表 の ように貨物 出所菅野與八家所蔵資料から作成
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量 は・ 明治42年 下期 が上期8三 汽 会tの 状態 単位,円
に対比 して ・73・8・/・(4・,536難 鍛 金(,)i売上高(b純利益⑥ic/ax2(%)./b(%蹟本金 灘
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ら で,ま さ に 地 場 資 本 の 共 同 額 よ.a15・0091・」2鋪a3.IZ飢 磁、……・1磁 … ・145-a楓0ΩΩ…4・50Ω・
1下3t5,000129,73616,171iIO.312.5315POO4,500
性 が 発 揮 さ れ た 結 果 で あ っ 出所 菅野與八家、伊東彌助家所蔵「三陸汽船株式会社営業報告書」より作成
た.註:1縣 鰍 無 耀 無 対売上高純益率
しか し,同 年 下期 の運賃 は3涜 上高に支店収入は含まない
上期 よ り2,338円減 少 してお り,「開
業以来巳二三年醐 欠損ヲ重子」(註 欝 三讐 叢社釜蓑実箋荷緻 単器 金額合計
8)とあるよ うに,2万190円33銭 窯コ『_.….…_..臥旦za.a,6Ω4_11墜生q身β.1¢,Z4Z.2Ω・距1.F
2厘もの損失金を計上している.42よ 一 一 囎 難 鱒4-236鎚 ⑩ 鵬.2鰹2
一 鷺 下__ユ4緬2_4,4Z6-41コ熊O..ユaJユ1-.2鞭雛3)共同計算
43上12,739248,60327,669





れるこの方法は,過 当競争を避けるために船会社が協定 し,「同じ品目に同じ運賃」 「配船数の取
り決め」「寄港地の割 り当て」「運賃をプール(共同計算)」して輸送量の配分を行 うものである(註
10).
協定では 「施行細則」を巡 り,再三協議は決裂 したが,結局,両社はそれぞれ5隻 つつを交代
で運航 し,収入は折半することで妥結した.そ して,三 陸汽船の塩釜取扱店内に共同営業事務所
を設けるとともに,第1航 路は塩釜一宮古間,第2航 路を宮古一久慈間と設定した.三陸汽船は







由に会社 を維持する方針を採用 した.しか し,それは運賃値上による貨客離れ とい う課題を抱え









いる.したがって,ここでい う 「組合団体」は,商業組合を名乗ってはいるが,藤田貞一郎の 「(商




史料5を みよう.これは,三陸汽船を 「甲」 とし,釜石魚商輸出同盟組合(組 合員41名)を 「乙」
とする契約書からおもな条項を拾い上げたものである.
史料5(釜石魚商輸出同盟組合と三陸汽船との契約書)
第一條甲者ハ,乙 者力甲者ノ所有汽船ヲ以テ輸出スル貨物『対シ,左 ノ歩合 ヲ以テ割戻運賃ヲ
交付ス.一輸出運賃実収額金五百円以上 五分.一 全上 金壱千円以上 八分.一全上 金弐千円以上
壱割.一 全上 金参千円以上 壱割弐分.第 三條甲者ハ,営 業年度ノ半期二至,乙者輸出運賃 ノ実
収 ヲ計算シテ,割 戻歩合金ヲ乙者二交付ス.
出所:菅野與八家所蔵文書
三陸汽船を利用 した運賃額 に応 じて一定 第10表 共同計算と商業組合の動き 年号:明治
の額 が割 戻 され る仕組 み であった.割 戻金42・1023共 同計算営業協室締結 一
42.11、07共同計算取扱施行細目協議不調
は,組 合内部への積立金や経費を控除 した42 .11.29唐丹吉浜商業実業同盟組合と
残額 を組合員に利用高配当されたが,こ の 運賃割戻契約
契約で注目した剛 よ 「輸出スー キ貨物ハ21:跳 難 灘 鰹 灘 菱鶉
総 テ 甲者(三 陸汽船 一筆者)ノ 所 有汽船 ヲ43.02.21釜 石魚商組、釜石輸入商組、高田商組
以 テ運輸 スルモ ノ トス」(第二條)と い う部 沿岸荷主同盟組合連合会設立
_43.03.Ol共 同計算実行意見不一致、分 で ある
・す なわち・組合規約 では,「二陸 立会人の裁定で協議設立
汽 船株 式会社 トノ契約 ノ趣 旨二背 キ為 メニ43.03.16共 同計算事務取扱細 目協定
本組合二於テ受ケー キ利益ヲ減殺セラレタ 踊 膿 轟 剛 誰 汽船株謝
ル時ハ其全額 ヲ本組合二賠償スヘキモノ ト









すでに述べたように,施行細則をめぐり交渉が再三にわた り決裂 したのは,こ のように三陸汽船
と荷主側の調整に困難を来したことも要因であったと推測される,





経営 と荷主=商 人 らの利害を妥協せざるを得なくなったものと思われる.
5)船舶合同













であった.こ れに対 して,「壱株二付金七圓五拾銭ノ払込ヲ為シ,壱株参拾五圓払込済 トシ,其
資本金ヲ弐拾壱萬圓二減資シ,壱株金参拾五円払込済参千株ヲ増加シ,総資本金参拾壱萬五千圓,
総株数九千株 トスルモノ トス」(第2条),そして,「株式参千株(壱株金参拾五円払込済ノモノ)
及正金壱萬圓ヲ乙(東京湾汽船一筆者)二 交付スルモノ トス」(第3条)と した.つ まり字句通
りを要約すると,「合同」の条件 として,三 陸汽船の株主は1株 に付き7円50銭合計4万5000
円を払い込むほか,三 陸汽船は,新 たに3000株(10万5000円)を発行 して東京湾汽船に交付
することになったのである,
これによって,全 株主の20%にあたる105名の1株 株主(明治43年上期時点)は 新たに1
株を買い増 しするか売却 して株主の地位を手放さなければならなくなった.これは適正に財務処
理を行 うための操作であったのかどうかは定かでないが,零細株主が排除されたことは明らかで
ある.そ して,株主数は第5表 のように,明治44年上期に急減してお り,10営業期間中におい
て約43%,254名も減少 している.
それ と前後するよ うに,株 主名簿には,東京湾汽船社長名義 「1500株」(註18)が登場 し,
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結果的 に発行株数 を4500株としたことか ら,東 京湾汽船は関係者分を含 める と三陸汽船株式 の
30%以上を取得 し筆頭株主になったのである.
高嶋 でさえ,「約半分 が県外資本であ り,和 歌山水電 を地場資本 と呼ぶ とき,そ の特徴 は限定
され た ものにな るだ ろうJ(註19)と 述べている.合 同に よってもた しかに三陸沿岸地方の株 主
は70%を 占めていたが,第6表 をみるよ うに有力商人 らが取締役か ら退 くなど主導権 は弱 ま り,
運賃 の値 上げに よって 「荷 主及一般民衆の不利」(註20)も み られた ことか ら,地 揚資本 の共同
性 を保つ こ とはもはや困難であった と見倣 さなければな らない.
ちなみ に,営 業状況 をみ る と,明治44年 には,「開業以来著 シキ利益 ヲ収 メテ利益配 当ヲ為 ス」
(註21)とあ り,同 年下期 においては じめて1株 につ き1円75銭 を配当,役 員賞与金 も1,498
円支給 してい る.明 治末期の三陸沿岸 の海運業 をめ ぐる環境 は思わ しくはなかったが,対 立が解
消 した ことに よって経 営は安定 したので ある.し か し,明 治44年 度下期か ら商業組 合への割戻
金 は計上 され ていない し,ま た,「経営上従前 ノ取扱店 ヲ解 約シ更 二本社 ノ出張所 ヲ設置」(註
22)してお り,こ れ までのよ うな荷主 ・株 主 らに委託 した取扱店を会社直営に していることに も
注 目しな ければな らない.
6)小 括
三陸汽船 の設立によ り寄港地 問題 は解 決 され,激 しい競争 によって運賃の値下げ も行われ た,
しか し,両 社の経営採 算上 の問題 か ら航路の共同計算 に向かい,共 同性の原動力 となっていた商
業 組合は妥協 を迫 られ るこ とになった.結 果的に東京湾汽船 は,三 陸航路か ら撤退す ることにな
































三陸汽船会社創立之目的ハ,原 ヨリ地方之開発 ト御崎之便利 トヲ目的 トスルモノニシテ…社長
常務及一般重役 トノ間二意志 ノソ通ヲ欠ケ…会杜ノ空気 ヲー掃スル事ノ必要ナ トハ実ハ会社之創
立当時否開業カラ多少今 日程テワナイケレトモ其口念ハイタイテ居タノテアッタ…本社ノスヘテ
ノ行為バー般重役及荷主株主 ノ誤解ヲ招キ…結束ハ無論三陸カツテ居ル.ソ レハ決シテ重役や常






しようとする関係のもとに形成されたのであった,そ こでみ られたのは,三 陸沿岸地方の経済発




このような 「共同性」が形成 される原動力となったのは,荷 主らが結束 した商業組合等の 「組
合団体」であった.三 陸汽船は,「株主荷主ナ リシカ不便ヲモ忍 ヒ損失ヲモ忍テ東京湾二荷物ヲ
ツマナカッタ結果テアル」とい うような基盤において運営されていたのであるが,経営採算上,
東京湾汽船との共同計算によって会社運営と荷主 ・株主の利益という二者択一の課題を抱えるこ
とにな り,共同性に亀裂が生 じるようになった(註1).「会社ノ空気ヲー掃スル事ノ必要ナ トハ
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